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    　　図 1-1　能登半島踏査地点分布図、
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　遺物 19 は 18 世紀後半の青磁染付筒型碗、22 は明治















物である。遺物 30 は 18 世紀後半の波佐見丸文丸碗、
31 は同時期の広東碗である。　図 1-8 は同海岸南半で
採取された中世から近代の遺物である。37 ～ 41 は珠洲













史』第 3 巻 P.527-9）。遺物 86 は 18 世紀末～ 19 世紀の
肥前で焼かれた製品で見込み部分に蛇の目釉剥ぎが施
される。









見の染付碗で時期はともに 17 世紀中葉。50 は口唇部





る。18 世紀。55・56 肥前徳染付利。18 世紀。57 は肥
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前染付皿。59 は 18 世紀末～ 19 世紀初頭の波佐見の陶
胎染付丸碗。60 は見込み部分が蛇の目釉はぎを施され、
アルミナが塗布されている。19 世紀前半の波佐見。61
～ 64 は 19 世紀の肥前染付皿ないし碗。65 は 18 世紀末
～ 19 世紀の肥前の染付皿。66 は 19 世紀前半の肥前の

























































　遺物 89 は 17 世紀中葉の波佐見青磁皿、90 は 17 世紀
末の銅緑釉皿。内野山窯あるいは嬉野の製品か。
　91は18世紀前半の染付丸碗である。産地は波佐見か。
92 ～ 96 は 18 世紀前葉～中葉の肥前磁器である。92 ～
94 は波佐見。92 および 93 は見込部分に蛇の目釉はぎ
が施される。95・96 は有田の製品である。97 は波佐見
で 18 世紀後半の丸文丸碗、98 は産地不明染付筒型碗。
製作時期は 18 世紀後半と思われる。99・100 は 18 世紀
の波佐見丸碗。101 は 18 世紀後半の波佐見染付皿。
　102 は 18 世紀後半～ 19 世紀の波佐見系染付皿。底部
は碁笥底状に削りだされ無釉であり、見込み部分に蛇
の目釉はぎが施されるとともに中央に五弁花が描かれ
る。103 ～ 105 は 18 世紀後半～ 19 世紀前半の肥前系染
付皿。106 は 18 世紀後半～ 19 世紀の波佐見系染付皿。
107 ～ 109 は 18 ～ 19 世紀の有田染付。107・108 は丸
碗で 108 の高台裏には崩れた二重角福が描かれる。110
は 18 ～ 19 世紀前半の波佐見染付小丸碗。
　111 は波佐見染付端反碗。19 世紀前半の製品。112 は
産地不明の白磁 / 染付碗で見込部分に蛇の目釉はぎ。
18 ～ 19 世紀か。113 は 19 世紀の波佐見青磁仏花瓶、
114 は肥前地域で焼かれた青磁香炉。115 は染付皿。蛇




118 は 19 世紀の波佐見系染付皿、119 は同じく 19 世紀































九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10周年記念』

















































ａ． 四爪鉄錨① （写真 2-2 奥）
　発見場所：珠洲市三崎町寺家沖「ゴスケグリ」海底、
水深約 17 ～ 18 ｍ。所有者：個人蔵。法量：現存長
130cm、フルーク先端部間隔 92cm、アーム部湾曲度 12：
46、リング部現存長 9cm、現存幅 9cm、リング部厚 5cm、
シャフト部厚 6 × 4cm ～ 12 × 6cm、アーム部厚 0.5 ×
4cm ～ 7 × 4cm、重量（36kg）。鍛造。貝殻多量付着。




グ部長 18cm、幅 11.3cm、リング部厚 2 × 3.5cm、シャ
フト部厚 3 × 4cm ～ 6 × 9cm、アーム部厚 0.5 × 3.5cm
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ｂ． 姫島礁 「沖ノ島」 北西側
　姫島礁はその南西端に灯台が設置され、磁方位でお
およそ N70°E の方向に走向が延びている。















・ ブイＣ (14 日午前② N37°30○″/E137°21′○″)：ブイＢの
北東側にブイを投入し、半円形サーチを行う。近世～
近代の陶磁器破片が散見された（写真 2-11・12・13）。
・ ブイＤ (14 日午後① N37°30′○″/E137°21′○″)：ブイＣ
の北東側にブイを投入し、半円形サーチを行うが遺物
の確認は無かった。
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2-6．潜水調査の成果と課題


























































跡は、1526 年に発見され 1923 年に休山するまで、約
400 年間にわたって採掘された日本を代表する鉱山遺跡





















































































　10 日午後①、晴れ。最大水深 6.5m、水温 22/21℃、
透明度 0 ～ 3m。港内中程のテトラポット施設付近に
写真 3-19　中の瀬沖検出の陶器 写真 3-20　立鳥瀬回収の石材
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ブイを投入し、港奥部に向かって円形サーチを行う
（ 写 真 3-11）（N35°05′○″/E132°20′○″ ⇒ N35°05′○″/
E132°20′○″）。港内では波高はないものの、海中では外




















15:24(+12.7））。最大水深 13.3 ｍ、水温 22℃、透視度







































　唐草文が施される。1700 ～ 1760 年代。
d．肥前系磁器染付皿（写真 3-15）


























































　 越 前 焼 擂 鉢（ 写 真 4-1b） は 口 径 36.2cm・ 底 径
16.4cm・器高 12.7cm、壺（写真 4-1c）は口径 36.8cm・
底径 16.1cm・器高 46.2cm を測る。今回調査し得た越前
焼資料は田中照久氏が資料紹介をしたもののうち、そ






さで付着物の痕跡が認められる。製作時期は 16 世紀。 






















































福井県立美術館 2008 『美術館だより』第 118 号。
５．新潟県
5-1．佐渡沖海底の珠洲焼－海揚がり品の報告－
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高 48.3 ㎝、底径 13.3 ㎝を測り、口縁から肩部に軽い
焼き歪みがみられる。胎土は内外とも明灰色を呈し、
砂粒の含みが多いながも精良である。外面のタタキ目























高 11.5cm を測る。8 つの擂目が放射状に施される。順










































　平成21年 11月 15日 各関係府県の教育委員会・漁協・
ダイビングショップ・にアンケートを発送した。平成







　発送した 750 件のうち漁協 3 件、ダイビングショッ
プ 20 件については、宛先に該当なし等の理由で返戻と
なった。事業所の統廃合および廃業、移転等の理由に






における行政機関の回答率のおおむね 3 ～ 4 分の 1 程
度の回答率を示す。その一方でダイビングショップの








































　Q.4 は 55 件が寄せられ、31 件の文字記録に基づくも




















・ 2009 年 7 月 16 日 （木） 研究会
　会場：金沢大学考古学研究室
  佐々木達夫（金沢大学教授） 「珠洲市海岸の調査成果
　と課題」、小川光彦（金沢大学大学院生）「夏の調査
　地と調査方法について」
・ 2009 年９月７日～ 10 日　水中考古学集中講義
　地域考古学特論 /考古学特殊講義 /日本考古学 B
グラフ 6-1 海揚がり品の所有者内訳



















・ 2009 年 11 月 19 日 （木）　研究会
　会場：金沢大学角間人間社会２号館第２会議室
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都道府県 所在地・遺跡名 種　別 時　期 参　考　文　献
1
北海道
厚岸町 石器 続縄文 文化庁 2000
2 江差町・開陽丸 沈没船 幕末 文化庁 2000
3 上ノ国町 陶磁器 中世～近代 文化庁 2000
4
青森県
市浦村 陶磁器 近世 文化庁 2000
5 むつ市 陶磁器 近世 文化庁 2000
6 脇沢野村 陶磁器 江戸・明治以降 文化庁 2000
7 山形県 鶴岡市温海沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
8
新潟県
上越市名立沖 珠洲焼 中世 室岡 1972、吉岡 1994、大安 2005
9 柏崎市沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
10 長岡市寺泊沖（含佐渡島近海） 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
11 村上市岩船沖（含粟島近海） 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
12 富山県 氷見市比美町 土器 飛鳥・奈良 文化庁 2000
13
石川県
珠洲市飯田町沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
14 珠洲市飯田海岸 珠洲焼・伊万里焼 中・近世 大安 2005
15 珠洲市上戸町沖 珠洲焼 中世 大安 2005
16 珠洲市宝立町沖 珠洲焼 中世 大安 2005
17 珠洲市狼煙町沖 須恵器 平安 大安 2005
18 能登町小木沖 珠洲焼 中世 大安 2005
19 能登町宇出津沖 珠洲焼 中世 大安 2005
20 輪島市沖 珠洲焼 中世 大安 2005
21 輪島市舳倉島沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
22 輪島市町野町曽々木沖 珠洲焼 中世 大安 2005
23 穴水町中居沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
24 七尾市和倉沖 珠洲焼 中世 吉岡 1994、大安 2005
25 志賀町大島海岸 陶磁器 ― 個人資料
26 輪島市大沢海岸沖 タイ陶器壷 中世 垣内 1995
27 能登半島沖公海 肥前磁器染付 17 世紀末 野上 1998、宮田 2005
28 加賀市柴山町・柴山潟底遺跡 貝塚 縄文 文化庁 2000
29 加賀市柴山町・柴山水底遺跡 土器 弥生 文化庁 2000
30 加賀市橋立町 安政小判 近世 文化庁 2000
31 福井県 坂井市三国町沖玄達瀬 越前焼 中世 田中 1987、岩田 2005
32
鳥取県
境港市・北灘遺跡 土器・石器 縄文～飛鳥・奈良文化庁 2000
33 境港市・西灘遺跡 土器 縄文 文化庁 2000
34
島根県
益田市中須町・鴨島海底遺跡 ― ― 文化庁 2000
35 太田市温泉津町沖泊（湾内） 有田焼 近世 山陰中央新報 2006
36 山口県 萩市大井馬場下 中国スタイル碇石 中世 萩市史編纂委員会 1987
表 2-1. 日本海海域における海底遺跡・引揚げ遺物
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表 6-1 発送件数 表 6-2 回答件数 表 6-3 宛先不明等による返戻件数
表 6-4 有効回答率（％） 表 6-5 情報が寄せられた回答件数 表 6-6 情報皆無の回答件数
都道府県 種別 時代 現状
北海道 鉄錨 近世 博物館蔵
北海道 鉄錨 近世 博物館蔵
北海道 鉄錨 近世 教育委員会所蔵
北海道 石製品 近世 寺社保持
青森県 土器 ・ 陶磁器 時期不詳 博物館蔵
青森県 土器 ・ 陶磁器 時期不詳 海底
青森県 船体 近代以降 海底
青森県 鉄錨 近世 教育委員会所蔵
青森県 鉄錨 近世 海底
青森県 鉄製品 時期不詳 海底
青森県 銅板 近世 寺社保持
秋田県 鉄錨 近世 海底
秋田県 石製品 近世 寺社保持
秋田県 石製品 近世 寺社保持
秋田県 石製品 時期不詳 寺社保持
表 6-7 海揚がり品および海底で発見される事例
秋田県 石製品 時期不詳 寺社保持
秋田県 石製品 / 鉄製品 時期不詳 不明
秋田県 木彫仏像 時期不詳 寺社保持
秋田県 不詳 時期不詳 不明
秋田県 不詳 時期不詳 不明
山形県 土器 ・ 陶磁器 近世 博物館蔵
山形県 土器 ・ 陶磁器 中世 博物館蔵
山形県 土器 ・ 陶磁器 古代 博物館蔵
山形県 土器 ・ 陶磁器 古代 個人蔵
山形県 土器 ・ 陶磁器 時期不詳 不明
新潟県 土器 ・ 陶磁器 古墳～中世 教育委員会所蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 弥生～中世 博物館蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 弥生～古代 個人蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 中世 教育委員会所蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 中世 博物館蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 中世 博物館蔵
都道府県 教委 漁協 D.S 総数
北海道 38 9 - 47
青森県 16 61 15 92
秋田県 12 24 8 44
山形県 4 8 7 19
新潟県 10 29 23 62
富山県 10 21 10 41
石川県 16 34 17 67
福井県 12 38 28 78
京都府 6 22 22 50
兵庫県 3 7 42 52
鳥取県 10 24 11 45
島根県 10 54 12 76
山口県 5 49 23 77
計 152 380 218 750
都道府県 教委 漁協 D.S 総数
北海道 13 2 - 15
青森県 9 10 2 21
秋田県 6 3 3 12
山形県 2 0 2 4
新潟県 10 7 7 24
富山県 10 6 3 19
石川県 9 7 6 22
福井県 9 6 5 20
京都府 2 3 1 6
兵庫県 1 2 5 8
鳥取県 6 3 4 13
島根県 6 8 1 15
山口県 2 11 2 15
計 85 68 41 194
都道府県 教委 漁協 D.S 総数
北海道 0 0 - 0
青森県 0 2 2 4
秋田県 0 0 2 2
山形県 0 0 0 0
新潟県 0 0 3 3
富山県 0 0 2 2
石川県 0 0 3 3
福井県 0 0 1 1
京都府 0 0 0 0
兵庫県 0 0 1 1
鳥取県 0 0 4 4
島根県 0 1 0 1
山口県 0 0 2 2
計 0 3 20 23
都道府県 教委 漁協 D.S 県別平均
北海道 34.2 22.2 - 28.2 
青森県 56.3 16.9 15.4 29.5 
秋田県 50.0 12.5 37.5 33.3 
山形県 50.0 0.0 28.6 26.2 
新潟県 100.0 24.1 35.0 53.0 
富山県 100.0 28.6 37.5 55.4 
石川県 56.3 20.6 42.9 39.9 
福井県 75.0 15.8 18.5 36.4 
京都府 33.3 13.6 4.5 17.2 
兵庫県 33.3 28.6 12.2 24.7 
鳥取県 60.0 12.5 57.1 43.2 
島根県 60.0 15.1 8.3 27.8 
山口県 40.0 22.4 9.5 24.0 
業種別平均 57.6 17.9 25.6 33.8 
都道府県 教委 漁協 D.S 総数
北海道 6 0 - 6
青森県 5 0 0 5
秋田県 4 0 1 5
山形県 2 0 1 3
新潟県 8 2 3 13
富山県 7 0 0 7
石川県 4 0 2 6
福井県 5 3 2 10
京都府 0 1 0 1
兵庫県 0 0 3 3
鳥取県 3 0 0 3
島根県 3 1 0 4
山口県 2 0 0 2
計 49 7 12 68
都道府県 教委 漁協 D.S 総数
北海道 7 2 - 9
青森県 3 8 0 11
秋田県 2 3 0 5
山形県 0 0 1 1
新潟県 2 5 1 8
富山県 3 6 1 10
石川県 5 7 1 13
福井県 4 3 2 9
京都府 2 2 1 5
兵庫県 1 2 0 3
鳥取県 3 3 0 6
島根県 3 6 1 10
山口県 0 11 0 11
不明 2 2
計 35 58 8 101
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表 6-8 海岸での採集事例
新潟県 土器 ・ 陶磁器 中世 博物館蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 中世 個人蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 古代 博物館蔵
新潟県 土器 ・ 陶磁器 古代 教育委員会所蔵
新潟県 鉄錨 近世 博物館蔵
新潟県 鉄錨 近世 海底
新潟県 鉄錨 近代以降 不明
新潟県 船体 近代以降 博物館蔵
新潟県 遺構 時期不詳 不明
富山県 土器 ・ 陶磁器 近世 博物館蔵
富山県 土器 ・ 陶磁器 縄文 不明
富山県 石製品 近世 不明
富山県 埋没林 縄文 海底
富山県 埋没林 縄文 海底
富山県 不詳 時期不詳 海底
石川県 土器 ・ 陶磁器 中世 個人蔵
石川県 土器 ・ 陶磁器 中世 個人蔵
石川県 土器 ・ 陶磁器 古代 不明
石川県 土器 ・ 陶磁器 古墳 / 古代 博物館蔵
石川県 土器 ・ 陶磁器 古墳 / 古代 博物館蔵
石川県 船体 近代以降 海底
石川県 埋没林 時期不詳 海底
福井県 土器 ・ 陶磁器 弥生～中世 博物館蔵
福井県 土器 ・ 陶磁器 時期不詳 不明
福井県 船体 近代以降 博物館蔵
福井県 船体 近代以降 海底
福井県 武器 ・ 弾薬 近代以降 博物館蔵
福井県 船体 近代以降 不明
福井県 仏像 中世 寺社保持
福井県 仏像 中世 博物館蔵
福井県 船体 近代以降 個人所有
京都府 土器 ・ 陶磁器 弥生時代 個人蔵
京都府 武器 ・ 弾薬 近代以降 不明
兵庫県 地形改変？ 時期不詳 海底
島根県 土器 ・ 陶磁器 近世 不明
島根県 土器 ・ 陶磁器 弥生 教育委員会所蔵
島根県 土器 ・ 陶磁器 弥生 博物館蔵
島根県 土器 ・ 骨角器など 縄文～弥生 不明
島根県 陶磁器 ・ 石製品 不詳 不明
島根県 石製品 近世 海底
島根県 地形改変？ 時期不詳 海底
島根県 不詳 時期不詳 個人蔵
鳥取県 土器 ・ 石器など 縄文～弥生 不明
鳥取県 土器 縄文～弥生 教育委員会所蔵
鳥取県 地形改変？ 時期不詳 海底
鳥取県 不詳 時期不詳 海底
鳥取県 不詳 時期不詳 不明
山口県 不詳 時期不詳 不明
表 6-7 海揚がり品および海底で発見される事例（つづき）
都道府県 所在地 種別 時代 現状
北海道 羽幌町大字焼尻字白浜 不詳 時期不詳 不明
北海道 松前郡松前町字松城 小松前川河口 陶磁器 近世～近現代 不明
北海道 松前郡松前町字唐津 唐津内川河口 陶磁器 近世～近現代 不明
青森県 つがる市木造こしみず神田遺跡 土器 縄文 （後） ・ 続縄文 散布地
青森県 五所川原市十三湊遺跡付近の十三湖西岸砂州 陶磁器 中世以降 護岸工事に伴い消滅
秋田県 男鹿市船越海岸 不詳 時期不詳 不明
新潟県 出雲崎町久田地内 ・ 海岸 不詳 時期不詳 不明
富山県 氷見市虻が島 土器 ・ 石器 縄文 不明
富山県 氷見市虻が島 石垣石材 近世～近現代 現地に散乱
石川県 輪島市大沢海海岸 タイ産壺 中世 嵯峨井コレクション ( 宝達志水町 )
石川県 かほく市大海川～高松 SA 須恵器 古墳 / 古代 不明
石川県 白山市相川新雁田川遺跡 土器 弥生 ・ 古墳 不明
石川県 白山市浜相川相川新遺跡 土器 弥生 ・ 古墳 石川県埋蔵文化財センター
石川県 白山市徳光遺跡 土器 縄文 不明
福井県 南越前市河野村糠 機雷 近現代 不明
福井県 小浜市矢代地区海岸 仏像 中世 若狭歴史民俗資料館
福井県 小浜市小浜白鳥海岸 土器 ・ 陶磁器 時期不詳 小浜市教育委員会
福井県 高浜町和田釈迦浜 不詳 不詳 不明
兵庫県 美方郡香美町佐津海岸 土器 ・ 陶磁器 不詳 不明
島根県 松江市三保関町池ノ尻遺跡中汀線 土器 ・ 石器 縄文 不明
鳥取県 鳥取市福部町直浪遺跡沖約 50m 不詳 弥生 ・ 古墳？ 不明
鳥取県 鳥取市鳥取砂丘 不詳 縄文～中世？ 不明
鳥取県 境港市外江町海岸約 40m、 100m 地点 不詳 不詳 不明
山口県 不詳 元寇の碇石 中世 萩市指定文化財



































































































































































二重斜格子文皿　外面（18 世紀前葉 - 中葉） 二重斜格子文皿　内面
写真 1-1　枡谷氏表採資料（飯田海岸）
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二重網目文丸碗　（18 世紀）
波佐見　染付皿　外面（18 世紀前葉 - 中葉） 波佐見　染付皿　内面
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写真 1-3　枡谷氏表採資料（飯田海岸）
肥前系　染付　（18 世紀後半 -19 世紀前半） 肥前系　染付　内面
産地不明（肥前系 ?）　外面（18-19 世紀） 産地不明（肥前系 ?）　内面
有田　染付皿　外面（18 世紀前葉 - 中葉） 有田　染付皿　内面
肥前系　銅緑釉 /青磁皿　外面 肥前系　銅緑釉 /青磁皿　内面
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写真 1-5　表採資料（河浦海岸）
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写真 2.（つづき）　
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写真 3.























  （越前町史編纂委員会 1977 より転載）
e 小浜市矢代地区海岸漂着の迦樓羅王立像
　（福井県立美術館 2008 より転載）








   写真 5-3a　小林秋夫所蔵　鳥ヶ首岬沖出土の秋草文珠洲焼水注
    b　同　体部文様
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